
■テロ対策は平時の危機管理体制がポイント
世界相手にビジネスを展開する日本企業は，原

料，労働力，市場，その他の取引を求めてどこへ
でも出掛けていく必要に迫られている。従来は，
ビジネスで海外に出掛ける場合，現地の治安を心
配する地域は限られていた。しかし，米国同時多
発テロ（9.11）はビジネスの中心地で甚大な被害
をもたらした。直近のイラク情勢にしても，テロ
懸念は渦中の中東地域にとどまらない。欧州，東
南アジア，米国本土，いずれも危険地域とみなす
ことが不可避な情勢だ。
では，企業にはどのような危機管理が求められ

るのか。１つは，人事や総務が中心となって「危
機管理委員会」を機能させることである。平時の
情報収集やマニュアル策定，シミュレーション訓
練などが，いざというときに効力を発揮するはず
だ。もう１つが出張者・駐在員本人の危機意識で
あろう。最低限，気を付けること，万一の際の心
構えなど，事前の知識が，生存を左右する。
本稿では危機管理ノウハウを数多く蓄積してい

る専門コンサルタントに，会社・組織の対応と，
出張者・駐在員本人の対応について，ポイントを
絞って整理していただいた。ぜひとも，事件が起
きる前にお目通しいただきたい。 （編集部）
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